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【科目】生命科学特論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・学年共通
【担当教員】

真壁 恭子

【授業目標・教育方針】
・分子生物学と生化学の基礎知識があること
・遺伝子操作の技術と応用について理解していること
・生体の恒常性維持を神経性調節と液性調節の両面から理解していること
・生体の防御機構としての免疫を理解していること
近年急速に進歩している遺伝子操作技術が動物個体に何をもたらすのかを遺伝子から生物個体のしくみへと順を追っ
て学び、生命科学の諸問題を各自の視点で評価できる知識と知識を培うことを目標とする。

【授業概要】
遺伝子レベル（ミクロ）～個体レベル（マクロ）へと授業を進める。
前半においては遺伝子操作、DNA 組換え技術の基本から応用について学び、基本知識の確認と定着のために演習も行
う。
後半は生物個体の基本生理機能を学び、遺伝子解析や遺伝子改変・遺伝子治療が生体に何をもたらすのかについて各
自が問題提起をし、最終講義に討論を行う。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：ヴォート生化学：村松正美他訳：東京化学同人
参考書：遺伝子工学の基礎：野島博：東京化学同人
参考書：標準生理学：本郷利憲・広重力監修：医学書院

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義形式を基本とし、演習を適宜取り入れる。理解の補助のためにスライドでの説明を行う。

【メッセージ】
公汎な生物の知識が前提となる授業である。生化学、分子生物学の一般知識を修得しておくこと。

【備考】
準備学習として、分子生物学、生化学で使用した教科書を読んでくること。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力

【授業計画】（授業名：生命科学特論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 遺伝子操作とは 生物工学技術、遺伝子操作の基本
第 2 回 遺伝子改変動物 初期胚の定義、初期胚操作技術、クローン動物
第 3 回 疾患モデル動物 トランスジェニックマウスの基礎と方法論、医学・薬

学への応用
第 4 回 遺伝子治療 遺伝子組換え技術、遺伝子導入、ウィルスベクター
第 5 回 遺伝子診断 診断技術、診断分析機器、生命倫理
第 6 回 遺伝子と産業 遺伝子組換え食品、バイオテクノロジー産業、遺伝子

組換えと安全性
第 7 回 分子生物学演習 第１回～６回の復習、および演習による分子生物学・

生化学の基本知識の定着を図る
レポート

第 8 回 神経 神経の興奮とシナプス伝達、可塑性
第 9 回 循環系 循環系の基本、自律神経と調節
第 10 回 内分泌 ホルモン、神経内分泌
第 11 回 感覚 感覚受容器、体性感覚、聴覚、視覚
第 12 回 生体防御 T 細胞、B 細胞、ワクチンの概念
第 13 回 免疫の分子生物学 免疫グロブリン遺伝子、組換えと多様性
第 14 回 ホメオスタシスと生体情報 個体、フィードバック制御、適応、生体情報処理
第 15 回 まとめ 全体のまとめと討論。
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